
備考

Ⅰ経常収益

事業収益 6,000 300*10人＊2回 6,000
その他収益 0 0

　　経常収益計 6,000 6,000
Ⅱ経常費用

その他経費

　　会場費 10,000 5000*2回 10,000
　　通信運搬費 4,000 ML利用料 4,000
　　消耗品費 6,000 3000*2回 6,000
　その他経費計 20,000 20,000

20,000 20,000

△ 14,000 △ 14,000

経常費用計

当期正味財産増減額

（単位：円）

科目
会計実務・税務
講座＆情報交流

座談会
事業部門計

2010年度 事業計画書

設立の日から2011年7月31日まで

全国ＮＰＯ会計担当者ネットワーク

１ 事業実施の方針

初年度においては、各ＮＰＯ法人の会計担当者同志の情報交流を中心に行ない、会計実務に内在する問

題点の抽出と会計担当者同志のネットワーク化に重点を置く。次年度以降に実施すべき勉強会等のための

情報収集を行なう。

２ 事業実施に関する事項【特定非営利活動に係る事項】
（今年度、定款第5条記載の全事業を実施するために、下記プロジェクトを行なう）

①会計実務・税務講座と情報交流座談会

内容：会計処理に必要な実務及び税務の勉強をきっかけに会計担当者同志の情報共有と課題抽出を行なう

実施場所：全国（丌特定）

実施日時：通年

対象者：ＮＰＯ法人会計担当者 （各回10名～15名程度）



（単位：円）

備考 備考 備考

Ⅰ経常収益

　受取助成金等 0 60,000 30000*2回 0 60,000

　事業収益 36,000 300*10人*12回 30,000 (1000*15人)*2回 30,000 (1000*15人)*2回 96,000

　　経常収益計 36,000 90,000 30,000 156,000

Ⅱ経常費用

その他経費

　　会場費 60,000 5000*12回 10,000 5000*2回 10,000 5000*2回 80,000

　　通信運搬費 10,000 SNS利用料 5,000 チラシ郵送 3,000 チラシ郵送 18,000

　　消耗品費 36,000 3000*12回 10,000 5000*2回 6,000 3000*2回 52,000

　　講師謝金 0 60,000 30000＊2回 40,000 20000＊2回 100,000

　その他経費計 106,000 85,000 59,000 250,000

106,000 85,000 59,000 250,000

△ 70000 5000 △ 29000 △ 94000

事業部門計

経常費用計

当期正味財産増減額

科目
会計実務・税務
講座＆情報交流

座談会

コミュニケー
ション能力強

化講座

外部報告につい
ての研究

2011年度 事業計画書

2011年8月1日から2012年7月31日まで

全国ＮＰＯ会計担当者ネットワーク

１ 事業実施の方針

会計実務に必要とされる技術や手法の勉強会等を通して、会計担当者同志の情報交流の場をできるだけ多く持つ

ことで、孤独感を感じることの多い会計担当者の精神的丌安を少しでも和らげるように働きかける。その中から、

直面している悩みや問題点などを自ら明確にし解決への道を探っていく。また今年度は特に会計担当者にとって苦

手と言われることの多い「人とのコミュニケーション手法」についても力をいれる。さまざまな方法によりお互い

がＮＰＯ法人の会計担当者としての誇りを持って業務ができるようになることを目指す。

２ 事業実施に関する事項【特定非営利活動に係る事項】
（今年度、定款第5条記載の全事業を実施するために、下記プロジェクトを行なう）

①会計実務・税務講座と情報交流座談会

内容：会計処理に必要な実務の勉強をきっかけに会計担当者同志の情報共有と課題抽出を行なう

実施場所：全国（丌特定）

実施日時：通年

対象者：NPO法人会計担当者（各回10名～15名程度）

②コミュニケーション能力強化講座

内容：コミュニケーション手法について学び、会計情報の内外関係者への伝達が今以上に

スムーズになるきっかけを得ることで、人間関係に対する精神的丌安を軽減する

実施場所：全国（丌特定）

実施日時：通年

対象者：NPO法人会計担当者（各回15名～20名程度）

③会計の外部報告手法についての研究

内容：会計情報を外部に伝達するさまざまな手段についての研究により、法人の情報公開につながる

ことで、会計担当者自身としての存在意義の再認識と自信につなげていく

実施場所：全国（丌特定）

実施日時：通年

対象者：NPO法人会計担当者（各回15名～20名程度）


